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総合福祉センターに関する整備の考え方
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第１
検討会の目的・位置付け

１検討会の目的
２ 取組スケジュールイメージ
３ 総合福祉センターの整備に関する検討会の主な検討事項



「総合福祉センターの整備に関する考え方（素案）」の取りまとめに

向けた検討を行うため，関係団体の代表者や有識者から意見聴取等を

行うこと。

第１ 検討会の目的・位置付け

２ 取組スケジュールイメージ

１ 検討会の目的
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12月 １月 ２月 ３月

整備に関する
考え方の策定

総合福祉センター
検討会

第１回検討会

（市の考え方の説明）

（意見聴取）

第２回検討会（２月中旬ごろ）

（基本的な方向性の検討に関す

る意見，課題等の整理）

第３回検討会（３月中旬ごろ）

（総合福祉センターの整備に関

する基本的な方向性の確認）

整備に関する考え方（素案）の

パブリック・コメント



第１ 検討会の目的・位置付け

移転したうえでの更新，移転先，整備スケジュールについて，意見聴

取を行い，以下の基本的な考え方を検討する。

・ 総合福祉センターの整備に当たってのコンセプト

・ センター機能（提供サービス，集約・複合化機能など）

・ センター構成・規模（事業スペース，事務所，複合化機能など）

・ センター機能配置（浸水対応，各諸室配置，動線など）

３ 総合福祉センターの整備に関する検討会の主な検討事項
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第２
地域共生社会の基本的な考え方

１地域共生社会とは
２地域共生社会のイメージ図
３調布市における地域共生社会の実現に向けた取組
４地域共生社会の実現に向けた取組と総合福祉センターの
整備の推進



第２ 地域共生社会の基本的な考え方

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」

という関係を超えて，地域住民や地域の多様な主体が

「我が事」として参画し，人と人，人と資源が世代や分

野を超えて「丸ごと」つながることで，住民一人ひとり

の暮らしと生きがい，地域をともに創っていく社会

１ 地域共生社会とは
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第２ 地域共生社会の基本的な考え方

２ 地域共生社会のイメージ図
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地域共生社会の実現に向けた取組

にぎわいとうるおいのあるまちづくり

２つのアクション 重点プロジェクトを基軸とする施策全体をより効果的に推進していくため，
２つのアクションを位置付け，有機的に連動させた展開を図ります。

○ 高齢化や核家族化などの家庭環境の変化を背景に，地域でのつながりが希薄化しています。また，介護と育児のダブル
ケアの問題，自助・共助による防災・防犯体制の必要性，高齢者・子どもの見守りの重要性の高まりなど，個人や家族
で抱える課題，地域における課題が複雑化・多様化しています。

○ 団塊世代のすべてが75歳以上の後期高齢者に達する2025年に向けて，定年退職後に仕事を中心とした生活から地域を
中心とした生活へ移行する人が増加していく見込みです。

○ 国は，子ども・高齢者・障害者などすべての人々が地域，暮らし，生きがいを共に創り，高め合うことができる地域共
生社会の実現に向け，社会福祉法の改正などにより取組を推進しています。

○ こうしたことを背景に，市は，3つの視点から，地域共生社会の実現に向けた取組を推進します。

○ 平成24（2012）年8月に京王線地下化が実現し，調布のまちの都市構造が大きく変貌しました。これに連動し，駅前
広場整備，鉄道敷地の有効活用，道路整備など，南北一体のまちづくりを進めてきました。

○ 平成29（2017）年9月には，調布駅に商業的な一大転換期となったシネマコンプレックス「シアタス調布」を含む複
合商業施設「トリエ京王調布」が開業しました。

○ ラグビーワールドカップ2019TM日本大会や東京2020大会（オリンピック・パラリンピック）の開催地であることか
ら，これらの大会を契機に，市内外から多くの方が調布を訪れる見込みです。

○ 引き続き，商工会・事業者などと連携した商業活性化に取り組むとともに，駅前広場や鉄道敷地など，利便性・にぎわ
い・うるおいを兼ね備え，人々が集い，交流する都市空間を創出していきます。

○ 調布駅を拠点の一つとし，「映画のまち調布」「深大寺」「水木マンガ」などの地域資源を生かした観光振興，市内回
遊性や観光スポットへのアクセス向上に取り組みます。

地域住民等による解決が困難な課題
について，市の各分野の相談窓口の
充実を図るとともに，市と関係機関
との連携による総合的な相談・支援
体制を整備

包括的な相談・支援体制の充実

地域住民が主体となり，高齢者・障
害者福祉，防災・防犯，子育て・教
育などの地域の様々な課題に対して
地域が一体となって取り組む体制づ
くりを推進

地域課題の解決力の強化

地域活動を担う人材を育成するとと
もに，だれもが気軽に立ち寄れる地
域の身近な居場所づくりの推進によ
り，地域のつながりを醸成

新たな担い手とつながりの創出

アクション

１
横断的連携による施策の推進
重点プロジェクトをはじめとする横断的に取り組むべき主要事業や課題について，
多様な主体との連携や調整の充実を図りながら取組を進めます。

○調布駅前広場の整備

○交通結節機能の向上

○歩行者の回遊性の向上

○鉄道敷地の整備と活用

○ユニバーサルデザインに配慮した交通環境の向上

○自転車走行空間の整備

○多言語を含む公共サインの整備

○環境に配慮した道路の整備

○良好な市街地の形成

○自然豊かな都市環境の形成

○花いっぱい運動の推進

○商店会等と連携した商業活性化の支援

○芸術・文化等の地域資源を活用した魅力の発信

○「映画のまち調布」の推進

○シェアサイクルを活用した市内回遊性の向上

まちの
骨格づくり

にぎわい・
交流

うるおい・
やすらぎ

重点プロジェクトを横断して取り組む４つのテーマ

重点１ 重点２ 重点３ 重点４ 重点５

≪関連する重点プロジェクト≫

重点１ 重点２ 重点４ 重点５

≪関連する重点プロジェクト≫

©水木プロ

重点３

第２ 地域共生社会の基本的な考え方

３ 調布市における地域共生社会の実現に向けた取組
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アクション

１※ 横断的連携による施策の推進

地域共生社会の実現に向けた取組



第２ 地域共生社会の基本的な考え方

≪総合福祉センターの現況≫
地域福祉，高齢福祉，障害福祉，児童福祉，生活困窮者支援などの，多分野の事業の実施による福祉

の総合的な中心施設としての役割

４ 地域共生社会の実現に向けた取組と総合福祉センターの整備の推進
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≪新たな総合福祉センターの基本コンセプト（案）≫
地域共生社会を実現するための総合的な福祉の拠点

障害

医療

高齢

健康

子ども

交流

新たな総合福祉
センター機能

地域における支え合い

〇国が推進する「地域共生社会の実現」に向けた取組
〇市の基本計画の「アクション１ 地域共生社会の実現に向けた取組」の３つの取組の方向
「地域課題の解決力の強化」，「新たな担い手とつながりの創出」，「包括的な相談・支援体制の充実」

基本的な方向性が合致


